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　　　　　　　　1　緒　　言　　　　　　　　　　　　　著者は去勢によるPloidyおよび無糸核分裂の変

i哺乳類では成長と共にその細胞核はPolyploidの　　　化，並びに肝臓においてこれらの葉間差が存在するか

ものふ数が増加することをAlfert1）は指摘している。　　　どうかについて観察し1得た知見を報告する。

すなわち，出生時にはDiploidの核が殆どを占める
が，成長と共にTetraploid，　Octaploidのものが増加　　　　　　　　　II材料および方法

することを認めている。これとは別に永田2）等はイヌ　　　　生後約1ケ月の同腹マウス6～7匹ずつの3群をえ

を用いて肝細胞について2核細胞の年令的変動を研究　　　らび・各々の群をさらに2分し，玄勢群と対照群に分

し，動物の成長と共に2核細胞数の増加を認めてい　　　けた。

る。さらにまた永田3）は1核細胞のPloidyが幼若動　　　　去勢手術はエーテル麻酔下に下腹部正中切開により

物および成体では主としてTetraploidよりなるのに　　　開腹し，精巣または卵巣をxpt　1：lilしたのち手術創を閉鎖

対し，2核細胞のそれぞれの核のPloidyは，幼若動　　　した。’手術後28　El　1三1に動物を断頭によって殺し，それ

物でDiploidが，成体ではTetraploidが多いことを　　　それの肝臓の右葉および左葉を取り出し，第1報7）と

明らかにした。またPloidyとホルモソにっいて，　　　同様の方法により細胞分離標本を作製した。染色法は

Swartzg），　Hoffmalm5），およびGeschwind6）らは｛去　　　ヘマトキシリソエオジソ染色によった。得られた1票本

勢，甲状腺摘出，あるいは下垂体摘出とPloidyとの　　　について，　Ocular　Micrometerを用い1核および2

間に密接な蘭係があることを述べている。すなわち動　　　核細胞の細胞核各々200個ずつにつきその繭二径を計測

物体内のホルモソの減少がPolyploid核の減少，体成　　　した。核の形態の変形したもの，あるいは正門でない

長の抑制，臓器発育の抑制をもたらすという。これら　　　ものは除外した。さらに細胞1000個中2核細胞の出現

の諸家の研究よりして，動物の成長一ホルモソ（特に　　　率も算定した。

性ホルモン），rPloidyおよび2核細胞の問に密接な　　　　計測した核のPloidyによる分類はCarriere8）に従

関係のあることが推測できる。　　　　：　　　　　　　二い，核のτ直径の大小により行なった。すなわち核の直
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表1　　　　肝細胞における1核細胞および2核細胞のPloidyの変動
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表2　　　　　　肝細胞のPolyploidyの真の出現率
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衷1よりOctaploidのみについて2核細胞の出現率を乗じ，1核細胞および2核細胞のPolyploidy

の出現率を再計算し本表を作製した。

　　A1：去勢群、A2：対照群　Bl：雄　　　 B2：雌

　　C1：右　　葉　　C　2：左　　葉　　Dゴ1核細胞　　D2：2核細胞
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表3　　　Ploidy出現率の変動の要因分析蓑

要　　　　　因
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略号　 A：去勢　 B：性　 C：葉　 D：1核と2核
　　　　　　＊危険率5％で有意

径7・9μ以下のものを2n，8μ～9μのものを4n，9St　　　あることを示した。

以上のものを8nとした。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1v　考　　察

　　　　　　　　］ti成　　績　　　　　　　　　　　　　　細胞核が分裂するときには有糸分裂，無糸分裂いず

　標本を観察すると，全般的に宏勢群においては大型　　　れの場合にも前もつて核内におけるDNAの合成増加

の核および核質の濃染したものが目立った。これを計　　　を必要とする。一般にDNA増加があれば核質は濃染

測した結果は表1に示す通りであった。　　　　　　　　　し，核の容積も増大して来る。この1核当りのDNA

　この糞によると1核細胞については，去勢群は対照　　　量の測定法にはFeulgen反応，または紫外線の吸光

群に比し8nが多く，特にNo，1の動物では約2・5倍　　　度を利用する顕微分光測光法，および通常の光学顕微

にも達しているのが目立った。これに反し2核細胞で　　　鏡を用いて核の濃度，あるいは核のi薩径を計測して推

は，去勢群，対照群の間にPloidyの差は殆ど認めら　　　定する方法8）がある。

れなかった。しかし2核細胞の出現率を見ると対照群　　　　A1ferti＞によるとFeulgen反応による顕微分光測

に多く，去勢群に少ない傾向であった。　　　　　　　　　光法は核の99％迄Ploidy分類が可能で，非常に正確

　畿2は，表1の8nのみを取出し，これに2核細胞　　　であるといつているが，　Swartz4）は通常の光学顕微

の出現率を乗じて，8nの実際の出現率を再計算した　　　鏡を用いた核径測定による分類も熟練さえすればその

ものである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　誤差を数％に抑えることができると述べている。この

　P工oidyについての右葉，左葉の葉間差については　　　故に著者はこの方法を採用した。

その示す数字には一定した傾向がなかった。　　　　　　　＄i勢によるPloidyの変化を考察する前に，年令に

表2の成績にもとついて，各禺現率をArcsine変　　　よる正常のPloidyの変動を知る必要がある。　Alf一

換して，宏勢（A），性差（B），葉間差（C），1核細　　　ert1）の顕微分光測光法を用いて1核細胞，2核細胞を

胞と2核細胞の差（D）の4要因による4元配置法で　　　区別せず，年令とPolyploidyの関係を調べたところ

要因分析した結果を褒3に示す。この結果は1核細胞　　　によると，加令と共にPolyploid核が増加し，　Diploid

と2核細胞の変動（D）のみが5％の危険率で有意で　　　核の減少を認めた。永田3）によると1核，2核を区別
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して測定しても2核細胞についても同様で，2核細胞　　　増弧させることから，Thyr。xinの肝臓に対する作用

のTetraploid核が増力1．1し，　Diploid核が減少したこ　　　を3つあげている。すなわち，①肝細胞への直接作

とを認めた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　用，②肝に対する単なる物質代謝促進あるいは毒物作

。のようなP。ly。1。id核・）m常な・1・舶獺測・ホ　用，③下酬・の＃〃雛細胞の修働促1雄城長

ルモンによっていかに変化するか｝こついてSwartzの　　　ホルモン分泌を促進する，3のつの仮説をあげ，③の

実験がある。Swartz4）は生後31日EIのマウスに芸勢　　　仮説が有力であるといっている。著者もこの③の仮説

を行ない，101日回に殺し，対照と比較して，Diploid　　　を支持したい。　1

核，T，t，。pl、id椥、不変で・、・、P1・id核は認めら　・　瀦の実験糸裸は，　Sw・…H・ffm・nnの雌乏と異

なか。たと鮪している．H。ff，＿組びS・・rt…　な・），去1％Lvc　．ltりP。1ypl・id核の増加がみられた・こ

は性ホルモンと種体との騨・湘して，単砿　の撒の囎と異な砿績粥た・と剛しては伽
勢だけしたものおよび去勢と種㈱1出と鮒肌　の繍が可能である・第1に，鞘の第2報1晦糠
たものとの2者の実験を行ない，虫勢単独群に性ホル　　　したごとく，Polyploid核および2核細胞は種々の環

モンを投与したものは対照と比較してDiploid核，　　　境，条件のもとで変化しうること。第2に本実験の訟

Tetraploid核の比率に差がなく，　i去勢と下垂体摘出　　　i勢群では2核細胞の減少している例が多いことを考慮

㈱諏・性ホルモ・蝦乳た晋簿，T…apl・id　するとき，何らかの原因によりP・lyP1・id核から2核

核が少なく，Octapl。id核は全くなかったという。こ　　　細胞への移行が抑制されているという推論ができるの

の結果，性ホルモソのPolyploid核への作用は肝臓へ　　　である。すなわち無糸核分裂の抑制である。あるいは

の翻妾1棚よりも，灘体を介して叫日1糊な作用で　1鮒1・2核細胞力・らP。1yp1・id核の1核細包への戻り

あると考えている。　　　　　　　　　　　　　　　　が促進されているという推論も可能である。去勢マウ

　Carriereg）も総説において種々な条件下でPoly一　　　スからの膵臓および胃労細胞を細胞分離永久標本とし

pl。id核と性ホルモン，種体，・セ・よび・隙腺の関係　て2核細胞のN－1現率を灘し巌験（名和ほか12））に

あることを強調している。すなわち，下棄体と甲状腺　　　おいては，去勢マウスで2核細胞が増加したという成

が性ホルモソの作用を増強させるといっている。　　　　　績が得られているが，本実験との違いは器官の特殊｛生

　SwartzlO）は甲状腺摘L呂によるPolyploid核変化を　　　　によると考えられる。

核の計測によQて調べ，術1麦55　Ei　，122日瓢び230H・　瀦の実験成績蝶因分棉・より推青卜学的齪を加

口の観察で，対照はDipl。id　l亥一T白t，・p1・id核の比　えた結果は，　PI。idyの比＊・2㈱胞数・葉間差・お

率が次第に増加しているのに反し，実験群では日数が　　　よび性差についてはすべて有意が認められなかった。

経過しても，DiPloid核一Tetraploid核の比率が同じ　　　しかし，個々の実験例を検討するとき，　Polyploid核

か，反ってTetra，　ploid核が減少していると報告して　　　の増加，2核細胞数の滅少は認められるので，この推

いる。すなわちThyroxinはP。lyploidyを促進させ　　　計学的考察との矛盾は，実験群に死亡例が多く有効な

る作用をもち，体内よりのThyr。xinの減少がPoly一　　　実験数が少なかったことが原因かもしれない。もっと

ploidyを抑制するといっている。　　　　　　　　　　実験数が多ければ有意差は認められたと思われる。

　上記のごとく，芸勢，下錐体ge　jl±i，甲状腺摘出，あ　　　　このように．種々の考察をすxめるとき，　Ploidyと

るいはこれらの併馳し腸合，P。1ypエ。idyの抑fi　U’ Q4亥糸［1鞄蘭・の脳・よ・て変イヒし，一元的に鰍

のみならず動物体の成長の抑制，臓器の亮育の抑制の　　　されるものでなく，二元的さらに高次の要因がからみ

あることはCarriere9）も指摘しており，これら内分泌　　　合って変化しうるものであることがわかる。　Poly一

臓器摘出動物にそのホルモンを投与すると，』Poly－　　’ploid核が細胞の機能充進のみならず，機能減退の場

ploid核の増加および体成長の改善を示すことから，　　　合もそれを捕う意味でPolyploid核の増加をもたらす

内分泌ホルモソはPolyploid核および動物体の成長と　　　可能性もある7）。

密接な関係のあることを物語るものである。

　内分泌ホ、、モソがどのよう織序によつて肝脚酢　　　’y結論
用するのであろうか。Gdschwind6）はdwarf　mouse　　　　（1）生後1・約ケ月の同腹マウスの3群を選びI　Iそ

にThyroxinと牛の成長ホルモソを用いた実験を行な　　　れそれを去勢群と対照群に分けて去勢実験を行なった

い，夫々を併用した方がPolyp1。id核に対する作用を　　　のち，細胞分離永久標本により1核細胞および2核細
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胞の各Ploidyの出現率を測定比較した。　　　　　　　　10）Swartz，　F・J・：Effect　of　thyroidectomy　on

　（2）去勢群は対照群に比較しPolyploid核の増　　　　　clevelopment　of　polyploid　nuclei　in　rat　liver・

加，および2核細胞の減少がみられたが，推計学的に　　　　　Proc．　Soc，　Exp．　Biol．　Med，104：756－759，

は有意痘はなかった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1960．

　（3）去勢群にPolyploid核が多く2核細胞が少な’・　ll）沢籾ll精俘：肝細胞の無糸核分裂に関する突験的研

いのは，Polyploid核の1核細胞から2核細胞への移　　　　　究，第∬報：利胆剤注射マ・クス肝細胞の無糸核分

行が何らかの原因により抑制されていると推定され　　　　　裂数の変動，信州医誌，20：133－136，1972・

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12）名和澄黄雄，沢柳精倖，永田哲士：去勢によるマ

　（4）Polyploidyと2核細胞のld：1現率の変動は密　　　　　ウス消化器官の2核細胞数の変動，信州陵誌19

接な関係があり，特種の要因が複雑に作用し合って変　　　　　：141　1－t5・1971・

化するものであり，この点で2～3の考察を試みた。
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